
受精によるキカノコユり (Lilium Speciosum Thunb.) 
子房の呼吸能の変化

Maaayo3hi M A  T S U M U R A  Changes in the 
Respiratory Activity of the Ovaries 
of L i1iu m  speciosum Thunb. Caused 
by Fertilization 

受精は生物の生活史における最も重要な現象の一つ
である。とくに高等植物の受精に関しては早くから多
くの研究があり、既に幾多の形態学的観察がなされて
いる。ところが受楕現象と呼殴との関係についての研
究は動物材料については、しばしば報告されているに
かかわらず、植物を材糾とした研究は極めて少い o

White (1906) はよるL ilium candidum の研究は方
法も古く再検を要する O また Hsiang (1950) による
Cymbidium lowianurr】の研究は受精と呼吸畳の変化
についてのみ行われたもので、受精すなわち雌雄肢の
合着及びその後の発生過程における呼既の変化につい
て、行われたものではない。本研究はキカノコユリ
(Lilium speciosum) の受粉以後怪発生初期までの聞
における呼殴能や R. Q . の変化と、組織学的変化と
の関連を明らかにする目的で行ったものである O

材料及び方法
材料は京都大学園場で栽培されたキカノコユリ(
Lilium speciosum) を使用した。先ず相当数の花が
出揃う時期を見はからい、測定の前日に翌朝開花する
はずの曹を除地した後、袋かけをしておく O 翌朝、右
の袋かけをした曹の中、だいたい同時刻に開花したも
のを選び、実験l三と対照区とに分ける。対照区の花は
受粉を避けるために再び袋で包む。実験区の花は受粉
させる( 受粉時間は午前 8 時に一定した) 0 受粉時を
出発点として、以後所定時間毎に、対照l乏、実験区よ
りそれぞれ所要数の雌ずいを採集、速やかに子百部分
を分けとり( 子房を傷つけないようにして花柱をと
り除き、子房部分のみ検庄の容器に移す) 検圧実験
にかける O ワーノレブルグ秒、庄計使用。検庄実検終了
後、供試材料の一部をただちに固定 (Bouin's fluid)、
パラフイシ切片を作製して検鏡する( 染色は、 Delaf-
ield's hematoxylin)。供試材料の他の一部は、 110"C
で 1時間乾燥、ついで除湿出に移し一定亙量となるま
で放置した後、乾燥呈 (D.W.) を測定する O この実
験は、 1946，47及び51年の 3回、それぞれ 3 - - 5回宛
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くりかえした。各年次にだいたい同傾向の結果が得ら
れたので、以下には便宜上1947年度の結果を代表例と
して記すことにする。

研究結果

1 . 呼底量の変化

g. D. W . ，以下これを Q 0 2と記す) は( 第 1図1947
年測定〉、受粉後 80--90時間迄は多少の増慣はあるが
とくに大きな変化出示さなかった。ところが受粉後約
90時間附近で急に著しい Q 0 2増加( 約40} 6 ' )が認めら
れた。これを第一上昇期と呼ぶ。更に受粉後 200時間
を経たもので再び急激な増加が見られた。これを第二
上昇期と呼ぶ。
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図 1 . キカノゴユリの子房の受粉、未受粉に
おける酸素消費量の変化
A 受粉 B : 未受粉

また、同じ材料について求めた R . Q . は (第 2 図)
受粉後約80時間迄は、 1. 10--1. 25 の値を示したが、
受粉後90時間前後にかなり急激な上昇( 1 . 3)があり、
以後徐々に上昇を続けて 200時間では1 .43に達した Q
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図 2. キカノコユリの子房の受粉、未受粉における呼殴率

(R.Q) の変化
A 受粉 B : 未受粉

2. 組織学的観察 i  (第 3及び第4 図〉。受粉後200時間前後では遊離核分
観察に当つては、とくに受精が受粉後およそ何時間 l裂、そして m 時間前後には匪形成の初期の像が見ら

位で行われるかに注意した。受粉後80-90時間の雌ず lれた( 第 5 2支び第6 図〉。
いでは峰雄核の接着叉は合着像が多数見受けられた

3  4  5  6  
図 3. 受、情卵細胞( 受粉後90時間) 、 x 700 4. .  
4. 雄核と卵核の合着中の像( 受粉後90J寺間)、 x 700 
s. J f f 乳の混離分裂が盛んに行われている( 受粉後200時間) 、 x200
6. 医形成中の[ 象( 受粉後220:時間) 、 x 700 

考 察 大きなものとは考えられない。受粉後90時間( 第一上
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ではなく、原形'f!{の一方の伊i I だけが主としてだんだん 1 の価は喧智( 19.-;2a)が鳥取市久松山産のもので測定し
収縮するもの( 関 13) と原形民の両方の ill i ' が同じよう| た価 ( K N 03の 0.26 mol iこ杷当する〉とよく一致し
な割合でl['l.i縮してきて J泊胞の中央部で全く球状になっ| ているのでこの慢の診透価は殆んど固定的なものと考
てl収縮が停止するもの〈臼 C ) 更に途中にくびれが打1 I えてよいであろう。叉このアプラゴフは綜苔類中でも
来はじめて、後には丁度大小の球を糸でつないだよう 1111い価を示し年中殆んど変化することがない。( 越智
な形となるもの C[S'Q D ) が餓察された。景後にのべた I 1952c) 
収縮の経過をたどるものは葉緑の細長い細胞などに科 I . @ 拘の古い葵と新しい葉との間には殆んど主主透圧の
に起りやすい。又葉の中央部でこのような分;lHが包ま! 差がみられない、叉河| 茶に葉の光鴻郊の湘胞と基脚iis
ている細胞はそうでないものよりも長い細胞である。 Iのそれとの価にも差がない。
しかしこのような分説の状態にみられる差は、各湘| 以上の零から考えてこのアプラゴケは所謂定7Jく度植

胞の原形質の粘性、溶貿に対するjffi胞膜の透過性、削| 物(Stenohydre Arten) くH. Walter， 1951)であって
胞白身の生理的状態などの俊雑な要因が関係している I7Jく要因に対する要求は非常に狭域的であることが推定
もので、たんに細胞の大きさ、長さにだけその因をも i出来る o 従ってこの間物の生育場所I'I7K要因の面から
とめることは出来ないであろう。とにかく今後の課題| 非常に限られているわけで、この穫がかなり日蔭地の
となるものである。この実験では原形質分断時に細胞| しかも庖度のたかい渓谷辺の土上に限られて出現して
膜の収絞は殆んどみられなかったので、アプラゴケの[ いる事実もこの竺からよく理解出来る。
細胞膜は Na]¥J03 をよく透すと考えられる。原形民分 v 参考文献
離液から7Kにうつした場合、 3分後、おそくとも 5分 1 . 河村怖く1947)、植物生珂学、裳主房、2.越智春美、
後には支の状態にかえっている。 I岩永J茂之介( 1951)、広島大、生物学会誌 3: 14-19、3.
2. 細胞法透価の測定 | 越智訴さ建 (1952a)、鳥攻大、学芸キ' 活研報、自然科
細胞の彦透li!f:は@ j自の水分代議! の状態を判ーをする芝 i学 3: 13-18、4.--(1952b)、値物生態学会報 1 ・

要な手がかりを吾々に与えるものである。穆透使の大 I 182-187、5.ー(1952c)、B ot. Mag. Tokyo 65 :  10一
小、その変化の巾や周年変化の状態からその建の水に I 1宮、 6.ー( 1952d)、B ot. Mag. Takyo 65: 112-118、
対する要求、乾燥や寒さに耐える能力などを推定する I7. 
ことが出来る。上記の N a N 03 の分自t液を用いてアブ| 突習、業賢堂、 8. H. Walter (1951)、Einfuehrung
ラゴケの細胞謬透価を測定した結果それは N a N0 3 の Jn die Phytologie， 11 Grundlagen der P fJanzenver-
0.25 mol に相当するものであることがわかった。こ I breitung. Stuttgart. 

(282ページより〕
関係については、 Whit巴(1904)が Lilium Candidum 
で 34μ 増加〈受精後90寺問〉、 Hsiang (1 9  5  1) が
Cymbidium lowianum で 3倍増加( 受粉後483寺問)
を認めているが、両氏の研究と本実験とは材料及び万
法にかなりの相違があるので、これらを同一に論ずる
ことは困難であり、今のところ何もいえない。次に第
二上昇期( 受粉後 200時間〕であるが、この時期にお

Q o，の第二上昇期t士、おそらくこの核分裂と何等かの
関係を有するものと考えられる。

号して、 R.Q.1直にと突然予躍IjSなと手1が見られた。 こ
の急上昇は短時間でおさまるが、 R.Q. {I自士、 以後
も、ゆっくりと、しかし大体安定な悲調で上昇し続け
る。この R.Q. 変化は受情を契棋として子tff泊t伎のガ
ス代謝には何等かの重大な質的変化がしかも急激に起

ることを示唆する。この煮は今後の実験で検討したい
と思う。
最( 交に本研究の筒] 指導をしていただいた恩師、新家
i祭給教授に厚く感謝の15:を表する。

結 論
1. 受粉による叩度量の変化はを接認められなかっ

1'...0 

2 . 受粉後90時間を淫たもので急に著しい呼1度量の僧
!j日が認められた。顕微鏡的認察の給守主によるとこ
の! 行期には受精が行われていることがわかった。

3. R.Q. は 1 より大きい慌を示した。
4. 受粉伐 200時間を経たものでは呼吸量は更に著し

く憎加した。この時期は発生学的にはまti結核分裂
がiiわれていることがわかった。
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